
～ R8年　3月　1日

（対象者数） 37 （回答者数）
25

～ R8年　3月　1日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

集団の中でも個を見ることで、集団の中でも個別の声かけ等

に力を入れていく。全員参加し楽しく活動できる環境を作る

ことに取り組んでいく。

2

具体的な就労の相談や相談内容を事業所のみで

解決するだけではなく

相談事業所などと連携を取り合い、さらに具体的な

話ができるようにしていく。

3

今後も多くの保護者様に見ていただけれるように、SNSでの

発信を周知していく、イベント以外の事業所での様子も多く

発信できるようにしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
交流できそうな場所などを積極的に探し

開催をできるよう調整していきたい

2
事業所のSNSなどで、訓練の様子をお知らせする

事業所内に大きく掲示する。

3
場所の確保・

開催時間の調整など改善していく

集団生活を通して様々な経験ができる。

集団のレクリエーション等で役割を持ってもらうことで、自

信・自己肯定感を上げる

集団の中で得意なことを活かせる環境を作り、成功体験を積

む。

○事業所名 放課後等デイサービス明るく元気に

○保護者評価実施期間
R8年　12月　10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R8年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　4月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

ご利用者・ご家族の今後の生活や将来に関して放課後等デイ

サービスにおける支援・療育のみではなく、卒業後の進路相談

やご家族の現状の悩みなど、幅広い相談を承っている。

個別の支援計画に関わる支援内容のみではなく、他事業所の経

験から将来の不安や今後の進路相談をより具体的にご家族が意

識することができるように面談や送迎時の相談に乗っている。

SNS等の発信
事業所内の活動や外出時の様子等を写真で見ていただくこと

で、安心感や利用時のイメージを持ってもらえる

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

他の放課後等デイサービスや地域の子どもたちと活動する機会

が少ない
活動できる場所が限られているため（広さや安全につかえる場

所・周辺環境等）開催が難しい

避難訓練等の周知が弱い
実施はしているが、利用者・保護者に内容が伝わってない

周知方法が単一（毎月のだよりに書いてあるだけ）

家族等も参加できる研修会や情報提供の機会を作れていない

事業所内で開催が難しい（駐車場の用意等）

平日だと午前のみの開催になってしまうため、保護者の皆様と

の調整が難しい。

事業所における自己評価総括表公表


